
 

船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年８月２日 ０３時３０分頃 

発生場所 愛媛県愛南
あいなん

町福浦
ふくうら

南岸 

 高茂
こ う も

埼灯台から真方位０９６°１.１海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３２°５４.３′ 東経１３２°２９.９′） 

事故の概要 漁船豊漁
ほうりょう

丸は、航行中、岩礁に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年９月１７日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 豊漁丸、４.６トン 

 ＫＯ３－２８３０１（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船尾部外板に破口等（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 １、視程 約５Ｍ 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、ヨコワ釣り漁を行う目的で、数隻

の僚船と共に、愛南町由良
ゆ ら

岬西方沖の漁場に向けて高知県大月
おおつき

町柏
かしわ

島漁港を出航した。 

 本船は、船長が手動操舵で操船に当たり、ＧＰＳプロッターを作動

させて北西進していた。 

 船長は、ふだん、高茂埼灯台の灯光を目標に操船していたが、この

時は同灯光が見えなかったので、左方の高知県宿毛
す く も

市鵜
う

来
ぐる

島付近に見

える巻き網船団の灯火を目安に目視で操船していた。なお、本船には

マグネットコンパスが装備されていたが、ふだんから同コンパスを見

ていなかった。 

 また、船長は、ＧＰＳプロッター画面の表示を切り替えようとした

が、思い通りに操作できていなかった。 

 船長は、巻き網船団の灯火が見えなくなり、目安とする灯
あか

りが無く

なったので、一旦主機を停止して周囲を確認した。 

船長は、暗くて周囲が見えづらいと感じたが、ふだんから鵜来島付

近を頻繁に操船し、これまで事故を起こしたことがなかったので、現

在の針路で支障なく本船を航行させることができると思い、漁場へ向

けて本船の航行を再開した。 

 本船は、約５kn の対地速力で航行していたところ、福浦南岸の岩

礁（以下「本件岩礁」という。）に乗り揚げた。 

（図１ 参照） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長は、僚船に携帯電話で本事故の発生を連絡して、僚船が１１８

番通報した。 

船長は、巡視艇によって救助され、愛南町福浦漁港に搬送された。 

 本船は、波によって岩礁に打ち付けられ、船体が分断した。本船の

残骸は、後日、地元の漁業協同組合が手配した業者によって回収され

た。 

 本船の出港時の喫水は、船首約０.３ｍ、船尾約１.０ｍであった。 

 船長は、約３０年前から、ヨコワ釣り漁等を事故発生海域付近で

行っていた。 

分析 (1) 船長は、ＧＰＳプロッターを作動させていたものの、思い通り

に操作できなかったことから、ＧＰＳプロッター画面の表示を確

認していなかったものと考えられる。 

(2) 船長は、船首方の高茂埼灯台の灯光が見えない中、周囲の巻網
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船団の灯火を目安として操船したことから、由良岬西方へ向け、

自身の感覚のみで操船を続けたものと考えられる。 

(3) 本船は、船長が、コンパスを確認せず、自身の感覚のみを頼り

に手動操舵で操船を続けたことから、福浦南岸に向けた針路に

なったものと考えられる。 

(4) 船長は、ＧＰＳプロッター画面で船位を確認しなかったことか

ら、福浦南岸に向けた針路になっていることに気付かなかったも

のと考えられる。 

(5) (1)～(4)から、本船は、航行中、船長が本船の針路がずれてい

ることに気付かないまま操船を続け、本件岩礁に乗り揚げたもの

と考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が由良岬西方の漁場に向けて航行中、船長

が、ＧＰＳプロッター画面で船位を確認しなかったため、本船が福浦

南岸に向けた針路になっていることに気付かず、本船が本件岩礁に乗

り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、夜間、暗くて周囲が見えにくい状況で操船す

る場合、目視のみに頼らず、ＧＰＳプロッター等で船位を確認す

ること。 

 ・船長は、出航前に航海機器の状態を確認し、正常に操作できるよ

うにしておくこと。 

 


